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．はじめに

従来，歴史地理学における近世陣屋の研究

対象は，多くが畿内及びその周辺やそれ以西

の地域であった1）。これらは 1万石大名や高

禄の旗本が構築した陣屋であり，その中には

陣屋，侍屋敷地区，町屋敷地区が一体化し

た，いわゆる「陣屋町」とよばれる形態をも

つ陣屋もある2）。そこで渡邊 3）は，近年の陣

屋町研究は中島 4）の指摘する「一万石大名の

城下町」と藤岡 5）が定義する「陣屋町」とを

区別して用いる意味が薄れているという問題

点を指摘し，小・零細藩の城下町・陣屋町の

総称として「小城下町」という語を新たに用

い，小城下町研究の可能性を展望した。さら

に土平 6）は，畿内及びその周辺やそれ以西で

みられる陣屋の形態とは異なる事例として，

陸奥国南部の陣屋を取り上げ，「陣屋町」と

いう語を捉え直した。そして近世陣屋と町の

形態に関して再検討を行っている。

このように近年，陣屋及びこれを含む地域

の中心集落の形態について再検討がなされる

ようになり，一定の研究成果が提示された

が，いまだ東日本における陣屋及びこれを含

む地域の中心集落の形態に焦点を当てた研究

は少ない7）。加えて，陣屋内部の形態を考察

した報告はみられるが 8），その変容を取り上

げた報告は皆無である。

また，小葉田 9），矢守 10），金坂 11）らによっ

て明治以降における旧城下町の土地利用と内

部構造の変容についての研究がなされたもの

の，上記の研究の分析対象は旧城下町に限定

されており，地方もしくは地域の中心であっ

た陣屋を含めた旧中心集落のそれに関する研

究はなされていない。よって，旧城下町だけ

ではなく，陣屋を含めた旧中心集落をも考察

対象に加え，少なくとも幕末から明治期まで

を視野に入れて研究する必要がある。

以上の研究課題を踏まえ，本稿では小藩大

名山口氏の常陸国牛久陣屋を取り上げる。牛

久藩は，幕末期に陣屋の増築を行っており，

現在でも陣屋増築の際の絵図が 3点残ってい

る12）。そこで，本稿ではこれらの絵図をもと

に幕末期における牛久陣屋増築の経緯とその

内部構造について明らかにする。そのうえで，
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．牛久城の変遷と陣屋の形成

城中に陣屋が設置される以前，この地には

牛久城が存在していた。城中という名称はこ

の牛久城城郭に由来する。牛久城は天文期後

半 （1550年頃） に常陸国河内郡一帯を支配し

ていた岡見氏によって築かれたといわれてい

る16）。天正18 （1590） 年には豊臣勢の進出に

より岡見氏の牛久城は落城し，同年由良国繁

が，領地替により，上野国の金山城を召し上

げられ，その代わりに牛久領 5,400 石を秀吉

から安堵された。しかし，元和 7 （1621） 年

に由良氏は改易となり，牛久城は廃城とな

る。廃城後，元和 9 （1623） 年の所領再給から

寛永 6 （1629） 年の山口氏入封までの 6年間，

城中近辺は幕領となり，幕府代官による支配

を受けた17）。

天正18年に入封した由良国繁は，家中屋敷

割を行うため，牛久城下を中城・南原・梅

明治29 （1896） 年に作成された土地台帳 13）よ

り，明治維新後に帰農した旧藩士の居住や土

地所有に着目して，旧陣屋の跡地利用につい

て考察する。既往の陣屋町の研究では，旧藩

士による土地利用をテーマとした研究はみら

れない。なお，牛久藩の藩政や牛久宿の機

能，ならびに主要な牛久藩士の帰農について

は鈴木 14）や木村 15）による研究があるが，牛

久陣屋やその集落部の範囲を含めた研究はな

されていない。

牛久陣屋が構築された常陸国河内郡城中

は，現在の茨城県牛久市城中にあたる（図 1）。

城中は，牛久沼の北岸の舌状台地の先端に位

置し，西部に牛久沼へ続く稲荷川が流れてい

る。現在，この地域の東部には JR常磐線及

び国道 6号線が南北に通っており，北東部の

牛久市牛久には牛久宿があった。かつて水戸

道中は国道 6号線を北西へ屈曲して通ってい

た。

図 1　研究対象地域
平成22 （2010） 年25,000分の 1地形図及び平成23 （2011） 年2,500分の 1国土基本図をベースマップとして作成。
大字境界は現在の境界を表わしている。



27―　　―

総国東部の常総地域に集約されたのは，重政

の子弘隆が藩主であった寛文 4 （1664） 年 9

月のことであった。この時，重政の遺領のう

ち， 五男の重恒が5,000石を受け継いでおり22），

弘隆の表高は10,017石となっていた。常総地

域に集約された牛久藩領は，①重政時代から

所領としていた河内郡内の牛久領，②弘隆時

代に遠江国内の所領を近江国内へ，さらにこ

れを常陸国新治郡内に移してできた新治領，

③牛久領の一部が振り替えられた下総国岡田

郡，ならびに豊田郡内の下妻領，そして④相

馬郡内の馴馬領の4つの地域に分けられる23） 

（図 3）。山口氏は小藩大名であり，明治元

（1868） 年の①～④の実高は，牛久領約 3,612

石，新治領約5,851石，下妻領約1,833石，馴

馬領約1,195石となっていた24）。

寛文 9 （1669） 年，弘隆は牛久領の旧牛久城

下であった城中村に陣屋を設置した。以下，

陣屋が牛久領の旧牛久城下の一角，南原地区

に設置された理由を考察していきたい。

まず，陣屋が牛久領に設置された理由とし

て，牛久領は山口氏の所領が常総地域に集約

される以前の，重政時代からの所領であった

ことがあげられる。所領を支配する上で，最

も古くから支配下に置いていた牛久領を拠点

とするのは当然のことであろう。牛久藩領の

中では，新治領の村高が一番多いが，ここに

陣屋を設置しなかった理由は，新治領が一円

知行ではなかったためだと考えられる。その

一方で，牛久領は比較的一円知行であり，こ

ういった条件が陣屋のもう一つの設置理由と

してあげられる。牛久領の中でも城中村はか

つての牛久城下であったため，軍事的に適所

でもある。

一方，他藩の中には，交通の要所であり，

宿機能が発達していた街村集落に併設する形

で陣屋を設置した例がみられる25）。牛久陣屋

の場合，これが設けられた南原地区から牛久

宿までは約 1.4km の距離があり，陣屋が宿場

に併設されていたとは言えない。

作・衣崎・根古屋・石神・矢田部の 7地区に

定めた18）。内 5地区に家臣団を移住させ，そ

の屋敷割は中城24人，南原35人，梅作11人，

衣崎11人，根古屋 7人であった19）。この分布

を示したのが図 2である。図 2より，牛久城

本丸に隣接する中城地区に比較的多くの家臣

が集住しているが，本丸から離れた南原地区

に最も多くの家臣が居住していることに気が

つく。この理由はわからないが，後に牛久陣

屋はこの南原地区に設置されることとなる。

なお，由良氏は牛久領を没収された後，常

陸国河内郡内に 10 か村約 1,650 石とこれに隣

接する筑波郡内 3か村約430石の計約2,080石

を宛がわれ，旗本として上記の所領を知行し

た20）。

寛永 6年，山口重政は徳川秀忠から常陸国

河内郡と遠江国内に15,000石を拝領する。こ

のうち3,300石が常陸国河内郡旧由良氏領に

宛がわれた21）。山口氏の所領が常陸国及び下

図 2　由良氏家中の集住地区
「新田由良事林系図諸由来記」（注18）3－8頁に所収。）明
治29 （1896） 年「地押調査更正地図」をベースマップとし
て作成。「衣崎」の場所は特定できなかった。
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を利用して牛久沼を渡った例がある26）。人の

通行のみならず，物資の移動も同じことがい

える。さらに南原地区は，牛久沼に注ぐ稲荷

川の河口付近に位置する。このように，城中

の南原地区は物資を運搬するのには最適な場

所であった。実際に，陣屋には正規の入り口

の他に，「沼御門」という牛久沼に続く門が

ある （図 6参照）。牛久沼や稲荷川から運ば

それでは，牛久陣屋が南原地区に設置され

たのは何故か。その理由として，南原地区が

牛久城・水戸道中と舟運によって結ばれてい

た点を指摘できる。牛久城は舌状台地の先端

に位置し，かつ牛久沼に接している。一方，

牛久沼周辺の水戸道中は，牛久沼の湿地帯を

迂回するルートであった。このため，水戸道

中を通行する旅人のなかには，牛久宿から舟

図 3　明治初期における旧牛久藩領の分布
注20） と注48） をもとに50,000分の 1旧版地形図（明治38 （1905） 年測図）をベースマップとして作成。
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存在していた旅籠，そして （E）  時代が特定

できない旅籠を指している31）。図 4で示した

ように，19世紀初頭から幕末期にかけての牛

れてきた物資は，この「沼御門」を通って陣

屋に運ばれたのであろう。

以上から，牛久藩が牛久領旧牛久城下の一

角である南原地区に陣屋を設置した理由とし

て，この地域が古くより山口氏による一円知

行がなされていたこと，軍事的に有意な場所

であったこと，そして，水運の便に適してい

たことがあげられる。

．幕末期における陣屋増築の経緯

（1）幕末期の牛久宿と陣屋

前章で述べたように，牛久陣屋は牛久宿に

併設していたとはいえない。しかし牛久宿

は，陣屋からは比較的身近な距離にあり，か

つ牛久藩領最大の町場であった。また，宿の

成立時期は寛永初期 （1624～1629） 頃と推定

され27），山口氏が牛久に入封する頃にはすで

に成立していた。山口氏が陣屋に滞在してい

る間や陣屋詰の藩士達が，牛久宿を利用して

生活をしていたことは想像に難くない。

山口氏の参勤交代は，毎年 2月に江戸赤坂

の上屋敷から 1泊 2日で牛久陣屋へ向かい，

8月には江戸へ戻るという形態で行われた28）。

したがって，藩主の牛久陣屋での滞在は，田

植えから収穫期までの半年であった。領内か

らの年貢収納は割元名主が担い，宿駅の機能

は問屋が担った。

天保12 （1841） 年，牛久宿の中ほどに問屋

飯島家があり，本陣の佐野家，旅籠，茶店，

湯屋など124軒ほどの家並みが続いていた29）。

牛久宿には脇本陣はなかったが，本陣北の正

源寺が脇本陣の機能を果たしていたという30）。

図 4は，幕末期の牛久宿を復原したもので

ある。おそらく，牛久宿の成立時に，これは

上町と下町に分かれており，その後，北東へ

と屈曲した部分に新町が設けられた結果，上

町が中宿と新町に区分されたものと考えられ

る。図中の （A） ～ （E） は，それぞれ （A） 文化

元 （1804） 年，（B） 安政 6 （1859） 年，（C） 文久

2  （1862） 年，（D） 慶応 4 （1868） 年にはすでに
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図 4　幕末期における牛久宿の復原図
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屋大絵図」に従って，家臣団の屋敷地を包括

した空間を「陣屋」と呼ぶことにする。

「常陸国牛久御陣屋大絵図」の端書には，

増築前後の陣屋の変化が詳細に記されてい

る。増築以前の陣屋の敷地坪数を墨で，文久

3年以降，新しく買い上げた畑地と百姓屋敷

の坪数を朱で明記している。端書によれば，

陣屋増築以前，陣屋は平地 3,726 坪 7合 5勺，

御殿周辺の山地 6,596 坪 7合 5勺，菜園888坪

2合 5勺，道及び土手 202 坪の計 11,413 坪 7

合 5勺の敷地面積を有していた。陣屋増築以

後は，買い上げた畑地 1,097 坪半，百姓屋敷

1,387 坪 2合 5勺を加え，総計 13,897 坪半に

拡大した。ただし，牛久陣屋の敷地面積が増

加したといっても，江戸の下屋敷よりは狭

かった。

図 5に，「常陸国牛久御陣屋大絵図」，「御

陣屋外屋敷並御長屋割之図」，「三屋敷御買上

絵図」を参考に，「御殿」と「長屋」，「外屋

敷」の空間配置を示した。山林に囲まれた場

所に「御殿」が位置し，これに付随する形で

「長屋」が設けられている。「御殿」と「長

屋」を土手と堀で仕切り，両者の間には門が

設置してある。「外屋敷」は「長屋」の東側

に位置し，百姓屋敷に囲まれており，「外屋

敷」のカギ型の道は「御殿」への入り口であ

る。このように「長屋」と「外屋敷」を土手

や堀の外である郭外に設置したことで，藩士

の屋敷地は他の百姓屋敷と隣接することに

なった。

ここで牛久藩が，妻子の居住空間を御殿内

に，また，家臣団屋敷を御殿外に設置するこ

とで，以前に比べて藩の在地性を高めた点を

指摘しておきたい。牛久藩が在地性を高めた

のは，領内の支配力強化と財政安定化のため

であったと考えられる。常陸国内では，万延

元 （1860） 年に桜田門外の変，元治元 （1864）

年には天狗党の乱などが発生したことからも

明らかなように，この時期水戸藩尊王攘夷派

による運動が過激化していた。水戸道中にお

久宿では，旅籠の数が増加していった。木村

の研究によると，安政 6年には 8戸の旅籠 32）

が，文久 2年にはそれらに加えて 7戸の旅籠

が存在していた記録が残る33）。旅籠数の増加

は，幕末になるに従い，水戸道中の交通量の

増加を反映したものと考えられる。

文化元 （1804） 年10月，藩主不在のなか，

牛久助郷一揆が勃発した。牛久宿では，まず

問屋の飯島家が襲撃されたが，本陣や陣屋

は，陣屋詰の藩兵の他に江戸屋敷から派遣さ

れた藩兵，土浦藩，谷田部藩，仙台藩竜ヶ崎

陣屋などからの援兵や領内の農民の警護によ

り，襲撃を免れている34）。

以上述べたように，行政機能を担う牛久陣

屋と商業機能を担う牛久宿は，空間的には連

坦していないが，相互に密接な関係を有して

いたと考えられる。

（2）参勤交代の緩和と陣屋の増築

文久 2年 8月，文久の改革のなかで，幕府

は参勤交代の条件緩和に踏み切った。それは

欧米列強の進出に備え，諸大名の財政負担を

軽減し，国力の増強と沿岸防備を固めること

を目的とするものであった。幕府は，諸大名

の参府を 3年に 1回とし，在府期間も大幅に

短縮した。さらに，妻子の居住を自由とし

た35）。このため，牛久宿を通行する参勤交代

も減少した。

これを受け，牛久藩では文久 3 （1863） 年に

陣屋の増築を行っている36）。「常陸国牛久御

陣屋大絵図」，「御陣屋外屋敷並御長屋割之

図」及び「三屋敷御買上絵図」は，当時の陣

屋増築の状況を描いたものである。牛久藩

は，江戸から戻ってくる妻子の部屋を，藩主

の居館にあたる「御殿」内部に増築した。さ

らに江戸詰の家臣団の屋敷地を設けるため，

畑地と 3戸の百姓屋敷を買い上げ，畑地を

「長屋」，百姓屋敷を「外屋敷」と称した。な

お，居館にあたる建物のみを「陣屋」と称す

る場合があるが，本稿では「常陸国牛久御陣
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「御陣屋外屋敷並御長屋割之図」，「三屋敷御

買上絵図」の表現内容より検討する。

（1）御殿内部の構造

「常陸国御陣屋大絵図」 は，文久 3年に御殿

内部に増築した建物を朱で描き，当時，すで

に存在していた建物と区別して表現をしてい

るため，「御殿」内部の増築部分を判断する

ことができる。また，敷地面積や各棟，各部

屋の間取りも詳細に描かれている。図 6は，

「常陸国御陣屋大絵図」をもとに文久 3年頃

の 「御殿」 内部の構造を図示したものである。

「御殿」の敷地面積は52間×50間半であり，

その内部へは，東側の外屋敷方面から入っ

た。このほか長屋へと通じる裏御門，牛久沼

に面した沼御門が設けられていた。「御殿」

内には，表御門をはさんで一直線上に連なる

長屋門の形態をした棟，北西部の棟，中央部

の棟の 3棟と，文久 3年に増築された中央部

いても元治元年に片倉宿名主宅の焼き討ち，

真鍋宿の襲撃といった騒動が起きた37）。同時

に，水戸藩士を中心に諸家の上り下りの通行

が激しくなり38），水戸道中ならびに常陸国の

治安は決して良いとはいえなかった。実際

に，幕府は筑波山で挙兵した尊王攘夷派の軍

勢追討のため，高崎藩や笠間藩など上野国・

常陸国の諸藩に出兵を命じている39）。牛久藩

領の新治領は筑波山の麓に位置しているた

め，牛久藩も何らかの形で尊王攘夷派への対

応を余儀なくされていたのではなかろうか。

以上から，尊王攘夷運動や治安悪化により，

牛久藩は自衛のために在地性を高めたのでは

ないかと考える。

．増築後の陣屋の内部構造

本章では，牛久陣屋増築後の「御殿」，「長

屋」，「外屋敷」の内部の建物や部屋の配置と

その構造について，「常陸国御陣屋大絵図」，

図 5　文久 3 （1863） 年頃の牛久陣屋における御殿・長屋・外屋敷の空間配置

注12）より作成。「外屋敷」に付した番号は本文の記述と一致。凡例の「売堀」は「空堀」の誤記と思われる。
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が藩士の詰所部屋となっていたことがうかが

える。

北西部の棟は長さ 26 間の細長い建物であ

る。「御用人小屋」，「御納戸小屋」，「御役

所」，「御白砂」と記された部屋があり，牛久

藩の政治的・行政的な機能を果たす空間で

あったことがわかる。

中央部の棟は，藩主が居住した「御殿」の

建物である。表御門から入るとまず「御玄

関」があり，次に接見部屋である「御廣

の棟から南東へ廊下を渡った新棟の，おおよ

そ 4つの棟に区分される。その他に「米蔵」

や「租蔵」，「薪小屋」といった蔵が置かれて

いた。

表御門から一直線上に連なる棟は，表御門

と合わせて 38 間の長さがある。この棟には

「御門番所」，「御厩」，「御馬役小屋」，「御給

人小屋」，「御徒小屋」，「御蔵」などの他に，

「御家老小屋」や「平山猪八郎」といった藩

士名が記された部屋があることから，これら

図 6　文久 3 （1863） 年頃の御殿内部の構造

注12）②をもとに作成。「⇒」は筆者の加筆。「御殿」には「⇒」から入る。
凡例の「売堀」は「空堀」の誤記と思われる。
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屋に藩士の姓あるいは部屋の用途，さらにそ

の間数を略記した。図 7は，「御陣屋外屋敷

並御長屋割之図」をもとに作成した慶応期

（1865～1867） における「長屋」の復原図で

ある。

図 7より，「長屋」には御殿に続く裏御門

にそって，およそ10間×60間の火除け地が設

けられていたことがわかる。また，「吉野」

や「室」など，13名の藩士が居住する長屋が

3棟と「役馬」，「小頭」等の棟や「米蔵」，

「租蔵」等の蔵が存在していた。なお，「拾弐

斬（軒）長屋地所」は，おそらく今後入居す

る予定の藩士の部屋であったと考えられる。

各棟は柵によって仕切られ，短冊形に配置さ

れている。藩士の部屋の間口は，それぞれ 3

間から 5間ほどである。このように，「長屋」

に設置された藩士の部屋は小部屋であった。

さらに，「長屋」は蔵屋敷のような機能を果

間」，「三之間」，「御次之間」と続く。「御居

間」は藩主の居住部屋にあたる。他に「御納

戸」，「上臺所」，「御料理之間」といった部屋

が配置されていた。

さらに南東に建てられた新棟には，「女中

部屋」，「御次之間」，「御居間」，「御化粧之

間」と記した部屋が配置されており，江戸か

ら戻ってきた藩主の妻子やその女中が居住し

た空間であることがわかる。

（2）長屋及び外屋敷の構造

「長屋」の内部構造については，「御陣屋外

屋敷並御長屋割之図」より，その詳細を知る

ことができる。「長屋」は前述のように畑地

を買い上げた場所に建てられた。牛久藩は畑

地に江戸詰であった家臣団の居住空間を設け

るにあたり，「御陣屋外屋敷並御長屋割之図」

に建物配置と部屋配列を描いたうえで，各部

図 7　慶応期における長屋の復原図
注12）①より作成。「拾弐斬長屋地所」は「拾弐軒長屋地所」の誤記と思われる。
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あったため，名代役を勤めている44）。

以上から，「外屋敷」に居住した藩士は

「長屋」に居住した藩士とは異なり，土地の

所有面積が広く，かつ藩の重職を担う上級藩

士であったことがわかる。したがって，藩は

「長屋」を中・下級の藩士が臨時に居住する

ための，そして「外屋敷」を上級藩士が居住

するための建物として明確に区別していたと

言える。このように，牛久陣屋においては両

者の階層に応じて居住空間が区分され，その

用途も異なっていた。

．陣屋の跡地利用と旧藩士の居住地移動

（1）版籍奉還後の牛久藩と陣屋の跡地利用

明治 2 （1869） 年1月20日，版籍奉還が行わ

れた。牛久藩は 3月27日に版籍奉還を上表

し，6月25日に藩主山口弘達は藩知事に任命

され，藩士は牛久藩の官員に改められた45）。

同年 3月 8日，藩は藩士に領内の字冨士山

に屋敷（冨士山邸）を与えた。字冨士山は反

別18町7畝10歩の藩最大の藩有林で，冨士山

邸は水戸道中の東側に位置した46）。牛久藩

は，この冨士山邸のほかに，城中村とその隣

村の牛久新田村，そして新地村への移住を認

めた47）。すなわち，牛久藩は江戸屋敷に居住

していた藩士が官員として陣屋に戻るのに際

し，「御殿」・「長屋」・「外屋敷」のみでは収

容人数が限られていたため，新たな居住地を

与えたと考えられる。

明治 4年 7月14日，明治政府は廃藩置県の

詔書を発し，牛久藩は牛久県となった。同15

日に弘達は藩知事を罷免され，政府は 9月中

に帰京するよう命じた48）。官員であった旧藩

士は 8月に 5名，9月に30名，11月に 2名が

退職している。11月13日には，牛久県は新治

県と併合し，さらに多くの官員が職を失っ

た。結局，新治県庁に官員として残ることが

できた旧藩士は，山口重理・青木又・小川賢

勝・鈴木経徳の4名に過ぎなかった49）。翌 5

年 4月，牛久県庁は城中村へ，冨士山邸は牛

たしていた。これらの事実から，「長屋」が

藩士の長期的な居住を目的として造成された

と考えることは困難である。

これに対し，百姓 3屋敷を買い上げて新た

に設置した「外屋敷」は，「長屋」とその性

格を異にしている。「三屋敷御買上絵図」に

は，買い上げられた百姓屋敷の所有者と坪数

が，「御陣屋外屋敷並御長屋割之図」には，

その後に居住した藩士の名前と坪数が記され

ているため，それらから「外屋敷」の設置の

経緯がわかる。

図 5の「外屋敷」の番号は，元来，それぞ

れ①孫右衛門，②弥左衛門，③近之助の 3人

の百姓が所有していたことを表している。①

～③の屋敷が牛久藩により買い上げられた後

は，藩士が居住することになる。①には野尻

傳兵衛が居住した。②の屋敷は2つの土地に

分割され，②－1に青木織右衛門，②－2に

会美喜四郎，③に石川保が居住した。

百姓屋敷であった時期には，各屋敷の間口

は，①が25間，②が17間，③が14間であり，

同様に坪数は①が482坪 2合 5勺，②が687坪

7合 5勺，③が227坪 2合 5勺であった。し

かし，藩士居住時期の坪数は，①が 370 坪

（50坪は番所及び道の敷設分で実際は320坪），

②－1が311坪，②－2が319坪，③が208坪で

ある。藩士の居住後，①～③の坪数が減少し

ているが，この差は，「御陣屋外屋敷並御長

屋割之図」が屋敷林や屋敷内の畑地分を除い

て面積を記載していたことと，②の屋敷に関

しては藩士居住屋敷の分割により生じたもの

と考えられる。

ところで，青木織右衛門は文久 3年に用人

を勤めた人物である40）。牛久藩では用人は家

老に次ぐ重職であり，財政をはじめ諸雑務を

統括した41）。「常陸国牛久御陣屋大絵図」や

「三屋敷御買上絵図」は，青木織右衛門が作

成している42）。明治維新後，青木家は城中村

の戸長も勤めている43）。さらに会美喜四郎

は，最後の藩主山口弘達が当時まだ幼少で
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久村に編入されている50）。

小川賢勝は，明治を迎える以前は江戸の上

屋敷に居を構え，代々留守居や用人などの要

職を務めていた51）。彼は，明治 5年 5月に山

口重理とともに官員を辞職し，翌月に城中村

戸長に就任したが，10月には辞任している。

その後，同 7年 2月に家禄奉還願を新治県に

提出し，家禄 13 石の内，現米 6石を奉還さ

れ，資本金185円余を下賜された52）。また，

青木又と鈴木経徳はこの年に依頼免職してい

る53）。

このように無職となった旧藩士の中には，

帰農し，字陣屋（旧「御殿」）と字添屋敷

（旧「長屋」，旧「外屋敷」）の 2か所に居住

し続ける者もみられた。明治 4年当時，この

ような世帯は52戸存在し，これらの宅地面積

の合計は 4反 8畝18歩，菜園地は 9反 6畝28

歩を数えた54）。表 1に，これら52世帯の旧藩

士の名前と宅地面積を示した。この表より，

字陣屋には23名の旧藩士が，字添屋敷には29

名の旧藩士が帰農したことがわかる。また，

宅地面積に着目してみると，字陣屋では10歩

程度の宅地が，字添屋敷においては20歩以上

の宅地が多いことが把握できる。

明治29年には，これらの地はすでに私有地

となっていた55）。そのまま字陣屋及び字添屋

敷に居住する者がみられる一方で，城中村の

その他の地域や隣村に定着する者，再び東京

に戻る者が現れるなど，それぞれの事情に

よって旧牛久県庁の官舎を後にした。私有地

化後の字陣屋及び字添屋敷は，それぞれ字陣

屋 38 筆，字添屋敷 39 筆の全 77 筆に分筆され

た56）。これらは畑地，宅地，原野，山林，神

地として利用され，土地利用別にそれぞれの

面積の割合をみると，畑地43％，宅地40％，

原野 8％，山林 8％，神地 1％となっていた。

旧城下町の場合，旧郭内は公園や神社，も

しくは主要都市では軍用地や官公庁，学校と

して利用される傾向にあるが，停滞的な都市

では山林や耕地となる例がみられる。また，

表 1　明治 4（1871）年以後の旧藩士とその宅地面積

字名 表 2 旧帰農藩士 面積

陣屋
(23名)

大見銅蔵 2畝
廣澤猪一郎 1畝23歩
鈴木経徳 1畝 8 歩

〇 冨田琢磨 1畝 1 歩
大久保乕治 24歩
桑田八郎 24歩
久水辰三郎 23歩
小出精柳 21歩

〇 池井源太 17歩
萩原慎七郎 17歩

〇 古田喜傅次 17歩
和田半三郎 17歩
中沢森安 14歩

〇 飯島規道 13歩
〇 池田繁雄 12歩
〇 大竹勇作 12歩
〇 小川武雄 12歩

熊本勝三郎 12歩
〇 角田政礼 12歩

佐野榮蔵 9歩
〇 大場才助 8歩
〇 池内瀧雄 7歩
〇 瀬尾直記 7歩

添屋敷
(29名)

青木又 2畝23歩
廣田信 1畝22歩
愛智直簡 1畝19歩

〇 芥川静海 1畝19歩
岩倉巖 1畝19歩
萩谷利和 1畝19歩
佐藤福 1畝16歩
山口重威 1畝13歩
上杉禮信 1畝11歩
小畑詮平 1畝11歩
毛利光彝 1畝 9 歩
池田半平 1畝 5 歩
林廣胖 1畝 5 歩
山口重理 1畝 5 歩

〇 鷲尾求 29歩
石渡直一 28歩

〇 春日直 28歩
〇 天野廣灯 25歩

石川八郎治 25歩
〇 小川賢勝 25歩

中島大雅 25歩
吉野貞服 25歩
國富興 24歩
鈴村雅弥 24歩

〇 鈴木快應 20歩
豊田正信 20歩
山本安蔵 17歩

〇 鈴村たか 12歩
田端長國 12歩

注55）より作成。「表 2」の欄の「○」は表 2で示された
旧藩士を示す。
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官有地を拝借することとなった （図 3）。彼

らは牛久組を結成し，同盟を呼びかけたが明

治24年時点では16名に過ぎなかった60）。

原野が払い下げられた明治26年11月24日61），

最終的に土地を取得した旧藩士は，小川賢

勝，室直諒，会美友，山口重理，飯島規道，

愛智作，鈴木勢吉，廣田信，鈴木経徳，青木

又，岡部彦四郎の11名であった62）。

翌27年以降，彼らは再度内部で所有権の売

買を行っている。個々の売買の譲受人を見て

いくと，これらの開墾地，計45町 1反 5畝18

歩のうち，44町 7反 5畝26歩の土地を青木又

が， 3反 9畝22歩の土地を小川賢勝が譲り受

けており，所有権はこの 2人に集中した63）。

さらに，明治28年中に青木又から多くの人達

に売り渡されている64）。このように，旧藩士

の中には家禄奉還により得た資金を元手に，

土地を開墾・購入し，これらの土地の売買を

重ねていくことで生計をたてていた者もあっ

た。

なお，表 1の春日直は城中村の地主惣代の

1人であり65），明治30年以後に払い下げられ

た城中地区の官有地であった数か所の土地を

購入している66）。春日家は「御陣屋外屋敷並

御長屋割之図」においてその家名を確認でき

る。現在も，小川家と春日家の子孫は城中に

居住している。

さて，表 2は，明治 29 年の旧藩士の字陣

屋・字添屋敷における土地所有状況について

まとめたものである。表 2より，明治29年時

点でこの土地を所有または居住する旧藩士は

18名であり，表 1の明治初期に字陣屋及び字

添屋敷に一時居住していた 3分の 2近くの者

が他地域に移動したことがわかる （表 1）。

さらに，開墾事業に参加した11名の中で表 2

に該当する旧藩士は，小川賢勝と飯島規道の

2名しかいない。しかし，表 1では小川賢

勝，山口重理，飯島規道，廣田信，鈴木経

徳，青木又の 6名が該当し，さらに名字のみ

であれば，表 1や「御陣屋外屋敷並御長屋割

旧侍屋敷の中には明治初期に一度水田や畑

地，桑園として利用され，その後市街地化し

ていく場合もあった57）。牛久陣屋と停滞的な

都市や旧侍屋敷の跡地利用には耕地化という

共通点があるが，牛久陣屋の場合，宅地化の

進展と公共的な役割を担う施設の欠落という

特性もみられる。

しかしながら，牛久陣屋の跡地利用の特性

は関東地方の陣屋全般にみとめられるもので

はない。たとえば，麻生藩の麻生陣屋（茨城

県行方市麻生）や谷田部藩の谷田部陣屋（茨

城県つくば市谷田部）は現在小学校として利

用されている。さらに，一宮藩の一宮陣屋

（千葉県長生郡一宮町）は公園，谷田部藩の

茂木陣屋（栃木県芳賀郡茂木町）は町民セン

ターとなっている。このように，関東の陣屋

跡地には公共施設が建設されていることが多

い。

（2）旧藩士の土地所有

明治13年 7月16日，小川賢勝は旧藩士の愛

智直簡と会美四郎の 3名で「荒蕪開墾之儀

願」58）を茨城県令人見寧に提出した。願書の

内容は以下の通りである。

「信太郡飯倉村，布佐村，大形村，君嶋

村，石川村，奥津村，小坂村，河内郡岡見村

の原野の土地は従来荒蕪地であった。近年物

価が騰貴し，生活は困難を極めている。とく

に旧藩の者共は侍の職を解かれ，家禄を奉還

して資本金を拝受し農商業に従事したが，薄

禄の上に慣れない営業で今後の生活の目途が

たたない。対策として現今の物価高に乗じて

開墾し農牧畜業を営み生計を立てたい。この

件は旧藩士の間で相談し旧藩主も賛成してい

る。ついては 1反歩につき25銭の地代で10年

間拝借し，成功のうえ地価を上納し地券の公

布を受けたい。」

この開墾願いは11月10日に受理され，さら

に翌年の追加分も加わり59），最終的に河内郡

岡見村及び信太郡小坂村，福田村，久野村の
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を移した者がいる。表 2の瀬尾直記や池内瀧

雄は新治郡土浦町に居住し，小川武雄や池田

繁雄は東京に居住していた。要するに，彼ら

の居住地は旧陣屋以外の旧藩領及びその他の

地域であり，彼らは字陣屋・字添屋敷を別

宅，あるいは貸付地としていたと考えられ

る。

その他に，字陣屋及び字添屋敷には居を構

えていなかったが，字冨士山に居住していた

旧藩士の川角信堅は，明治 8年 3月31日に字

冨士山の宅地や畑地を貸し付け，旧藩領の下

根村に移住し，小学校教員となった69）。彼も

また，家禄奉還で得た資金と宅地や畑地の貸

付金を元手に，新たな道を切り開いた。加え

て，慶応 4 （1868） 年に牛久宿に移住し，旅籠

を開業した旧藩士もいた。現在，この子孫は

商店を経営している70）。

．おわりに

本稿では，小藩大名山口氏の常陸国河内郡

牛久陣屋を研究対象とし，「常陸国牛久御陣

屋大絵図」，「御陣屋外屋敷並御長屋割之

図」，「三屋敷御買上絵図」をもとに，幕末に

おける幕府の参勤交代の緩和を機に増築され

た牛久陣屋の内部構造について検討した。さ

らに，明治29年作成の土地台帳より，明治維

新後の旧陣屋跡の土地利用について，帰農し

た旧牛久藩士の居住並びに土地所有について

考察した。以上の作業を通して得られた 3つ

の知見を以下に示す。

第一点は，牛久藩は参勤交代の緩和によ

り，文久 3年に江戸から戻った妻子の居住空

間を設けるため，「御殿」内部の建物の増築

を行った点である。同時に，それ以前の牛久

陣屋の敷地は「御殿」のみの単郭であった

が，新しく畑地と百姓 3屋敷を買い上げ，そ

の地に家臣団の屋敷を建築した。これらの新

築部分はそれぞれ「長屋」，「外屋敷」と呼ば

れ，牛久陣屋は 3郭となった。これにより，

牛久陣屋の在地性が高まった。

之図」に記述された藩士のものとほぼ重複す

る。すなわち，開墾事業に参加した旧藩士及

びその他の旧藩士は，明治中期になると字陣

屋及び字添屋敷に土地を所有または居住する

者はわずかになり，彼らの多くは旧陣屋以外

の旧藩領及びその他の地域に移動した67）。

例えば，表 2の冨田琢磨は，新治郡大塚村

を居住地としていた68）。新治郡大塚村は牛久

藩の飛地領である。冨田家が大塚村を居住地

とした理由は，大塚村の庄屋である仁平家と

婚姻関係にあったことがあげられる。また，

旧藩士のなかには新たな職をもとめて居住地

表 2　明治29 （1896） 年における旧藩士の所有地
（旧牛久陣屋内）

帰農藩士名 字陣屋 字添屋敷

大場才助 宅地　1筆 ―

瀬尾直記 宅地　1筆 ―

池内瀧雄 宅地　1筆 ―

冨田琢磨 宅地　1筆 ―

飯島規道 宅地　1筆 ―

角田政礼 宅地　1筆 ―

小川武雄 宅地　1筆 ―

池田繁雄 宅地　1筆 ―

大竹勇作 宅地　1筆 ―

池井源太 宅地　1筆 ―

天野廣灯 ― 宅地　1筆

鈴木快應 ― 宅地　1筆

古田喜傅次 宅地　1筆 ―

春日直  畑 　2筆  畑 　1筆

芥川静海 ― 宅地　1筆

 畑 　1筆  畑 　1筆

鈴村たか ― 宅地　2筆

―  畑 　2筆

鷲尾求 宅地　1筆 宅地　2筆

 畑 　3筆  畑 　1筆

小川賢勝 ― 宅地　1筆

 畑 　5筆  畑 　3筆

― 山林　1筆

― 原野　2筆

明治29 （1896） 年「土地台帳」（注13））より抽出して作成。
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た。心からお礼申し上げます。

なお，本稿の内容は日本地理学会 2013 年秋季

学術大会「地図・絵図資料の歴史 GIS」研究グ

ループ集会において発表した内容を加筆・修正

したものである。
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 （茨城大学・教育学研究科・院生）

〔付記〕

本稿の作成にあたり，茨城県立歴史館，牛久

市立中央図書館，土浦市立博物館，水戸法務局

取手出張所，ならびに牛久市の方々からは多大

なるご協力を賜りました。また，本研究は茨城

大学教授小野寺淳先生にご指導をいただきまし



39―　　―

20） 木村礎校訂『旧高旧領取調帳　関東編』近

藤出版社，1969。

21） 前掲17）114－119頁。

22） 前掲17）120頁。

23） 前掲17）120－125頁。

24） 前掲20）。

25） 前掲 6）。たとえば，陸奥国守山陣屋，梁川

陣屋，桑折陣屋などが挙げられる。

26） 釈敬順「十万庵遊歴雑記第四編」，文化 11

（1814） 年刊（江戸叢書刊行會編『江戸叢書

巻の六』江戸叢書刊行會，1916，84－86頁所

収）。

27） ①小野寺淳「水戸道中の特色」（茨城県教育

庁文化課『茨城県歴史の道調査事業報告書

近世編Ⅰ　水戸道中』茨城県教育委員会，

2013），2－8頁。②西山智春「上町・下町の

社会生活」（牛久市史編さん委員会『牛久・

城中の民俗―水辺と町場の生活―』牛久

市，1993），111－127頁。

28） 千錘房須原屋茂兵衛「文化武鑑」，文化 2

（1805）年刊，東京大学総合図書館蔵。山口

氏は江戸に上屋敷（現在の赤坂溜池の南部）

と下屋敷（同西麻布）の 2つを構えていた。

幕末期，上屋敷は4,891坪，下屋敷は25,252

坪の広さがあった（児玉幸多監修「特装版

　復元・江戸情報地図　五千分の一」朝日

新聞社，1996）。

29） 前掲17）214頁。

30） 正源寺住職に対する聞き取り調査による。

31） 前掲15）②48－49頁。住民に対する聞き取り

調査による。

32） 木村は「水戸表ゟ多人数通行ニ付休泊取調

帳」（安政 6 （1859） 年）に基づき，安政6年

に牛久宿に存在した旅籠と屋号を明らかに

した（前掲15）②48－49頁）。

33） 木村は「休泊名前附番帳」（文久 2 （1862）

年）に基づき，文久 2年に牛久宿に存在し

た旅籠と屋号を明らかにした（前掲15）②

49頁）。

34） 前掲17）285－294頁。

35） 永井博「参勤交代の実態―水戸道中を中心

に―」（前掲27）①11－20頁）。

36） 前掲35）。

37） 前掲27）①49頁，69頁。

 8） 戸祭由美夫編『文化遺産としての幕末蝦夷

地陣屋・囲郭の景観復原―GIS・3次元画像

ソフトの活用』平成22～25年度科学研究費

補助金（基盤研究B）研究成果報告書（その

2），2014。

 9） 小葉田亮「旧城下町景観」（京都大学文学部

地理学教室編『地理論叢』古今書院，1945），

31－76頁。

10） 矢守一彦「明治以降における旧「地域制」

の変化と作用」（矢守一彦『都市プランの研

究　変容系列と空間構成』大明堂，1980），

349－378頁。

11） 金坂清則「土地利用・内部構造の変容」（豊

田武・原田伴彦・矢守一彦編『講座日本の

封建都市第1巻』文一総合出版，1982），299

－320頁。

12） ①「御陣屋外屋敷並御長屋割之図」慶応

（1865～1867）頃，土浦市立博物館所蔵。②

「常陸国牛久御陣屋大絵図」文久 3 （1863）

年，茨城県立歴史館所蔵。③「三屋敷御買

上絵図」文久 3年，土浦市立博物館所蔵。

13） 水戸法務局取手出張所保管。

14） 鈴木光夫「牛久藩の幕末財政改革」（地方史

研究協議会編『茨城県の思想・文化の歴史

的基盤』雄山閣出版，1978），130－158頁。

鈴木光夫「牛久藩の成立」（鈴木光夫編『牛

久町史　史料編（二）』牛久町，1981），13－

28頁。鈴木光夫「幕末期の牛久藩」（鈴木光

夫編『牛久町史　史料編（二）』牛久町，

1981），29－44頁。鈴木光夫「元文四年牛

久・荒川沖両宿定助郷騒動」牛久市史研究

4，1994，58－66頁。

15） ①木村　宏「水戸道中牛久宿の助郷につい

て」歴史研究（茨城大学）30，1962，43－46

頁。②木村宏「牛久宿における宿駅制度の

展開」（鈴木光夫編『牛久町史　史料編（二）』

牛久町，1981），45－64頁。

16） 牛久市史編さん委員会『牛久市史　原始古

代中世』牛久市，2004，379頁。

17） 牛久市史編さん委員会『牛久市史　近世』

牛久市，2002，110－114頁。

18） 鈴木光夫『得月院誌』得月院，1991，3－4

頁。

19） 前掲18）4－8頁。



40―　　―

56） 土地台帳より集計した。

57） 前掲11）。

58） 牛久市史編さん委員会『牛久市史料　近代

Ⅰ』牛久市，1998，481－482頁所収。

59） 「原野拝借開墾追願」（明治16年 3月，前掲

58）482－483頁所収）による。

60） 「拝借地開墾人に関する上申書下書」（明治

24年7月，前掲58）485－486頁所収）による。

61） 「地所払下認可指令」（明治26年11月，前掲

58）488－490頁所収）による。

62） 払下による所有権取得者は，1年後の売渡証

文により知ることができる（前掲58）492－

506頁所収）。

63） 前掲62）の史料より判断できる。

64） 前掲48）206－207頁。

65） 前掲55）（城中村の範囲）の端書には地主惣

代の名前と印が押されている。城中村の地

主惣代は他に「野口豊之助」，「昼田半次

郎」，「大澤傳右衛門」，「中島庄平」がいる。

66） 明治30年以降，土地の所有者が変更となっ

た場合，土地台帳には新所有者の名前が列

記されるようになった。

67） 前掲60）の史料より，旧藩士のほとんどが

旧牛久藩領及びその周辺地域に居住してい

たことがわかる。

68） 土地台帳では所有者の居住地が異なる場

合，本宅の住所を記載している。

69） 前掲48）22頁。

70） 商家に対する聞き取り調査による。

38） 前掲17）266－268頁。

39） 水戸市史編さん委員会『水戸市史　中巻

（五）』水戸市，1990，300－301頁。

40） 前掲12）①，③の端書に記載。

41） 前掲17）158頁。

42） 前掲12）①，③。

43） 「河内郡城中村旧陣屋並添屋敷周囲見取略

図」明治 6 （1873） 年，土浦市立博物館所蔵

の端書に記載。

44） 新井　勉「幕末・維新期における牛久藩の

動向」牛久市史研究8，1999，60－72頁。

45） 前掲17）785－787頁。

46） 前掲17）795頁。現在の牛久市南1丁目・2

丁目付近にあたる。

47） 前掲17）796頁。

48） 牛久市史編さん委員会『牛久市史　近現代

Ⅰ』牛久市，2001，3頁。

49） 「旧新治県官員履歴」，「旧新治県官員履歴

下」（茨城県立歴史館史料部編『茨城県立歴

史館史料叢書 2　内閣文庫蔵茨城県史料下』

茨城県立歴史館，1999，119－149頁所収）に

よる。

50） 前掲48）21頁。

51） 前掲17）797頁。なお，賢勝の子は画家小川

芋銭である。

52） 前掲17）798－799頁。

53） 前掲49）。

54） 前掲18）23－36頁。

55） 「地押調査更正地図」（明治29年，水戸法務

局取手出張所保管）による。


